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令和７年度匝瑳市民ふれあいセンター運営委員会会議録（要旨） 

 

日  時 令和７年８月２８日（木）午後３時００分～４時００分 

場  所 匝瑳市民ふれあいセンター１階第一会議室 

出席委員 佐久間三喜男委員・橋口義範委員・増田利夫委員・石川浩之委員 

野仲哲二委員・淺川大輔委員・加瀬功一委員・戸村光男委員 

欠席委員 福島俊之委員・江波戸寬委員・太田雅之委員・堀越預委員・那智博行委員 

 

次第１ 開 会 

（事務局） 

 それではただ今より、令和７年度匝瑳市民ふれあいセンター運営委員会を始めさせてい

ただきます。 

 

 林匝瑳市民ふれあいセンター所長より、職員の紹介を行う。 

 

次第２ 委嘱書交付 

 運営委員の任期は、匝瑳市民ふれあいセンターの設置及び管理に関する条例第１１条第

４項の規定により委員の任期は、「２年とする」とあります。今回の任期につきましては、

前任者の任期を引き継いでいただくということになりますので、令和８年７月３１日まで

となりますので、よろしくお願いいたします。 

 

 市長から、佐久間委員、淺川委員に手渡しによる委嘱書の交付を行う。 

※欠席者２名、江波戸寬委員、堀越委員については郵送する。 

 

次第３ 市長挨拶 

本日は、ご多忙中にもかかわらず、令和７年度匝瑳市民ふれあいセンター運営委員会に

ご出席を賜りまして、誠にありがとうございます。 

また、日頃から当施設の運営をはじめ、市政全般にわたり、格別なるご理解とご協力を

賜り、厚くお礼申し上げます。 

市民ふれあいセンターは、市民の皆様方の相互交流を促進するため、文化や教育、様々

な行事、福祉関係のコミュニティの場として、多くの市民の皆様方に利用をいただいてい

るところでございます。 
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さて、当施設は、平成２年度に竣工し、一般的に建物の大規模改修を行う目安とされる

築３０年以上を経過しておりますが、市の厳しい財政状況を鑑み、年々応急的な修繕を行

い、施設の健全性を維持し長寿命化を図っておるところでございます。 

現在、入浴設備の故障が発生し、修繕を進めておりますが、早急に、ご利用の皆様が快

適な時間を過ごせるよう努めてまいります。 

市の公共施設につきましては、極力、新規の整備は行わず、施設の集約化、統廃合する

方針でありまして、当施設には、学校教育課、ゼロカーボン推進課と、組織再編により本

年４月に子育て支援推進課を設置したところであります。 

施設の実態や利用状況、維持管理コスト等を考慮しながら、長期的な視点に立ち、更新・

統廃合・長寿命化などを計画的に行い、財政負担の軽減を図り、市の持続性を確保するこ

とが重要となっております。 

市民ふれあいセンターの運営につきましては、委員の皆様方のそれぞれの立場から、忌

憚のないご意見やご要望等を頂きまして、運営に生かしてまいりたいと考えておりますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

 結びに、皆様のご健勝・ご活躍をご祈念申し上げまして、挨拶とさせていただきます。 

 

次第４ 運営委員自己紹介 

（事務局） 

 次第４により、運営委員の自己紹介をお願いいたします。 

 （佐久間委員から左回りに自己紹介） 

 

次第５ 役員選出（委員長） 

（事務局） 

 社会福祉協議会の平山会長が退任されましたので、委員長が不在となっておりますこと

から、委員長について選任のご協議お願いします。 

 

 委員より事務局案の提示依頼がありました。 

 

（事務局） 

 今までの役員選出について慣例で申し上げますと、委員長に社会福祉協議会からとなっ

ておりました。委員の皆様でご検討お願いしたいと思います。 
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（委員） 

 異議なしのコメント。 

 

（事務局） 

 慣例どおり、異議がない旨の発言がありましたので、委員長には社会福祉協議会副会長

の佐久間委員、副委員長に昨年に引き続きシニアクラブ連合会会長の橋口委員に決定いた

しましたので、よろしくお願いいたします。 

 

次第６ 委員長挨拶 

 それでは改めまして、ご挨拶申し上げます。ただ今皆様より委員長を仰せつかりました

佐久間と申します。なかなかお役に立てないかもしれませんが、精いっぱい務めさせてい

ただきますので、どうぞよろしくお願い致します。さて市民ふれあいセンターは文化や教

育、福祉関係のさまざまな行事などを行う施設であり、多くの方々の交流の場としても利

用されておるところであります。これからもこの施設を利用される方が快適で安心して利

用できるよう、施設の環境設備など一層向上させていく必要があると考えております。運

営委員の皆様にはそれぞれの立場から忌憚のないご意見をいただくとともに、できる限り

のご支援、そしてご指導を賜りますようお願いを申し上げまして、挨拶とさせていただき

ます。本日はご苦労様です。 

 

次第７ 議 事 

（事務局） 

 本日の本委員会の委員１３名のうち、出席者８名、欠席者５名でありますので、匝瑳市

民ふれあいセンターの設置及び管理に関する条例第１３条第２項の規定により、過半数に

達しており、会議は成立いたしますので、次第に沿って運営委員会を始めさせていただき

ます。 

 議長には、匝瑳市民ふれあいセンターの設置及び管理に関する条例第１３条第１項の規

定により、委員長が「議長となる」とありますので、佐久間委員長には、委員長席に移り

議長をお願いいたします。 

 

＊市長退席 

 宮内市長は次の公務により、これにて退席。 
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【これより議事】 

 

（１）令和６年度匝瑳市民ふれあいセンターの利用状況について 

（議長） 

 次第７の議事（１）令和６年度匝瑳市民ふれあいセンターの利用状況について、事務局

の説明をお願いします。 

 （事務局） 

 次第７の議事（１）の令和６年度匝瑳市民ふれあいセンターの利用状況について、ご説

明を申し上げます。 

 資料の４枚目の２ページをご覧ください。 

 令和６年度匝瑳市民ふれあいセンターの利用状況でございますが、上段に開館日数・利

用件数・利用人員を明記してございます。 

 開館日数につきましては、２９０日。利用件数は１,１７６件で利用人員は４０,４２６

名の利用でございました。 

 続きまして、会議室の利用状況でございますが、大ホールにつきましては、可動式椅

子が２８８席、移動式椅子が２１２席で、５００名の収容ができます。利用件数は１２２

件で１３,２６９名の利用がございました。 

第一会議室は収容人員２４名の会議室で、２８７件で４,６８１名の利用がございました。 

第二会議室は収容人員１２名の会議室で、１３件で５６名の利用がございました。 

第三会議室は収容人員６６名の会議室で、１１０件で４,４２６名の利用がございました。 

会議室は収容人員１００名の会議室で、１４９件で８,６３７名の利用がございました。 

小会議室は収容人員１２名の会議室で、３４件で２０１名の利用がございました。 

視聴覚室は収容人員５５名の部屋で、１０３件で１,６５２名の利用がございました。 

料理実習室につきましては、５件で１５８名の利用がございました。 

 トレーニングルームにつきましては、４６件で８４８名の利用がございました。 

 相談室は収容人員１２名の部屋が二部屋ございまして、３０７件で１,９０４名の利用が

ございました。 

 合計として１，１７６件で３５，８３２名の利用でした。 

 次に、その他の施設の利用状況でございますが、浴室が４,２０４名、教養娯楽室が 

３９０名の利用がございました。 
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尚、トレーニングルーム、教養娯楽室については１月から利用がございませんが、子育

て支援推進課の事務室等の工事のため休止となりました。 

 その他施設のとして浴室利用が４，２０４名、教養娯楽室の利用が３９０名、全体の利

用人数は、４,５９４名でありました。施設使用料につきましては、会議室等の使用料が 

１，４７３，２７０円、入浴料が４９０，４００円、併せて１９６万３,６７０円となって

おります。 

次に３ページの、年度別利用状況をご覧ください。平成３０年度から令和６年度までの

開館日数・利用件数・利用人員や施設等の使用料を記載させていただいておりますので、

後ほどご覧いただければと思います。 

次に４ページの令和６年度の住民票等の発行状況をご覧ください。匝瑳市民ふれあいセ

ンターでは、住民サービスの一環として、土曜日、日曜日及び祝日に住民票等の発行業務

を行っております。交付状況でありますが、住民票１００通、印鑑証明書が１７７通、記

載事項証明書が３通、住所証明書が５９通の合計で３３９通を発行しており、発行日数は

９０日、その手数料として８万３,７００円の収入となっております。 

次に５ページの年度別住民票等発行状況をご覧ください。平成２１年度から令和６年度

までの住民票等の発行状況であります。表をご覧のとおり年度間においての令和２年度か

ら減少傾向が見られますが、マイナンバーカードによるコンビニでの発行が始まったのも

減少要因のひとつと考えます。 

以上で、説明を終わらせていただきます。 

（議長） 

 令和６年度匝瑳市民ふれあいセンターの利用状況について説明が終わりました。質問や

要望等がありましたらよろしくお願いします。 

（委員） 

 料理実習室は他に比べて利用頻度が少ないように感じるが、どのような団体が利用して

いるのか。 

（事務局） 

 主にボランティア団体がお菓子作り等でご利用いただいております。利用頻度が少ない

のはふれあいセンターの施設のほか、料理実習室が公民館及び、生涯学習センターにある

ため、そちらを利用される方が多いと思います。 

（委員） 

 こちらの施設で有料のものはあるのか。 

（事務局） 
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 ２３２件、７，２０１名の利用がございました。 

（委員） 

 有料２３２件の内訳はどうなっているのか。 

（事務局） 

 企業、サークル、シニアクラブ、社交ダンス等がございます。 

 役所関連は無料ございます。 

（委員） 

 市長の挨拶にもあったが、この建屋も３０年以上経過しており、修繕に掛かる費用も必

要だが、予算的には非常に厳しい。やり繰りしていく中で収入が見込めるものであれば取

入れていった方が良いのではないか。 

（事務局） 

 貴重なご意見ありがとうございます。 

（議長） 

 他にございますか。 

（委員） 

 ふれあいセンター施設ではないが、施設利用において、県外の方の利用でも無料の場合

があり、逆に市内の方の利用で有料としているケースがあり、不公平ではないか。その都

度指摘しているが、改善されていない。 

（事務局） 

 他の施設の話なので、ふれあいセンターとしてはお答えできませんが、基本減免制度に

基づいて無料としておりますので、該当施設において判断して使用料の徴収をしていただ

ければと考えます。関係部署に伝達していきたいと思います。 

（議長） 

 他にございますか。 

（委員） 

 ふれあいセンターでも何か新しく徴収できるものがあるのではないか。現在は健康ブー

ムで、トレーニングルームをそのような目的のために貸し出したらどうか。 

（事務局） 

 トレーニングルームは今年度から子育て支援推進課の事務室になりましたので、利用で

きなくなってしまいました。 

（委員） 

いずれにしても少しでも、市の財政が助かるようなことを考えてほしい。 
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（事務局） 

 貴重なご意見ありがとうございます。 

（議長） 

 他にないようでしたら、議事（１）令和６年度匝瑳市民ふれあいセンターの利用状況に

ついて、ご承認いただくということでよろしいでしょうか。 

（委員） 

 はい。 

（議長） 

 ありがとうございます。それでは、議事（１）令和６年度匝瑳市民ふれあいセンター利

用状況につきましては承認されました。 

 

 続いて、議事（２）令和７年度匝瑳市民ふれあいセンターの運営方針について、事務局

から説明をお願いします。 

（事務局） 

 それでは、議事（２）の令和７年度匝瑳市民ふれあいセンターの運営方針についてご説

明申し上げます。 

 ６ページをご覧ください。 

 基本方針についてですが、本市は、『海・みどり・ひとがはぐくむ 活力あるまち 匝瑳

市』～匝り集う人々と瑳やかな自然のあるふるさと～を目指し、生きがいに満ち、笑顔に

溢れるまちづくりを推進しております。 

匝瑳市民ふれあいセンターは、それらを踏まえ、平成２年度に開館して以来、市民の文

化、教養の向上及び相互交流の場の提供並びに福祉の向上を図りながら、匝瑳高校吹奏楽

部定期演奏会、シニアクラブ連合会演芸大会などのイベントや各種団体の会議・研修や福

祉施設として多方面に利用されてまいりました。 

今年度は、関連する各種団体と連携を図り、利用者の要望に沿った快適な空間を提供し、

満足度の向上に努めます。 

主な施策といたしましては、（１）施設提供として４点を掲げております。 

１点目は、福祉活動の拠点としての機能活用を図り、各種団体、市民が気軽に利用でき

る施設提供を推進してまいります。 

２点目は、文化活動及び各種行事、催し物等に対する施設提供を推進してまいります。 

３点目は、高齢者福祉の増進に対する施設提供を推進してまいります。 

４点目は、災害時の避難場所としての施設の提供を行ってまいります。 
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（２）施設整備として２点を掲げております。 

 １点目は、施設の老朽化に対して計画的整備を行ってまいります。 

 ２点目は、設備の細部にわたる点検を行い、高齢者や障害者がより利用しやすいよう機

能の改善を図ってまいります。 

（３）連携、協力として３点を掲げております。 

 １点目は、公民館、図書館、ドーム、勤労青少年ホーム、生涯学習センター等の関連施

設との連携・協力を図ってまいります。 

 ２点目は、社会福祉協議会をはじめ各種団体との連携強化を図ってまいります。 

 ３点目は、市民サービスの一環として住民票、印鑑証明書、住所証明書等を土曜日、日

曜日及び祝日に継続的に発行してまいります。 

 以上で、匝瑳市民ふれあいセンター運営方針の説明を終わります。 

 続いて、７ページ以降の資料の説明をいたします。 

７ページは、７月３１日現在の令和７年度匝瑳市民ふれあいセンターの利用状況となっ

ております。 

大ホールは３４件、３，７７０名の利用、第一会議室は１０３件、１，２６６名の利用、

第二会議室は１件、２名の利用、第三会議室は２６件、６８８名の利用、会議室は５３件、

２，４２３名の利用、小会議室は９件、６１名の利用、視聴覚室は３６件、６０１名の利

用、料理実習室は１１件、５５０名の利用、相談室(東)は５１件、４０５名の利用、相談

室(西)は３７件、１６６名の利用、合計で３６１件、９，９３２名の利用がございました。 

施設の使用料は３５３，７３０円、入浴使用料は１７０，８００円でした。 

（議長） 

 ありがとうございました。それでは、今の事務局からの説明につきまして、質問や要望

等がございましたらよろしくお願いします。 

（委員） 

 ふれあいセンターは自主避難所か。 

（事務局） 

 はい、そのとおりです。 

（委員） 

 入浴施設の利用客は固定客が多いのか。 

（事務局） 

 入浴施設は毎週火曜日、水曜日、土曜日、日曜日の実施となっておりますが、土曜日、

日曜日は市外、県外の利用もあります。 
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（委員） 

 費用対効果はどのぐらいなのか。 

（事務局） 

 ガス代、水道代等も掛かっており利益は取れておりませんが、一人暮らしの方、独居老

人、ドームでの運動の後の利用がございますので、継続していく必要があると考えます。 

（議長） 

 他にございますか。 

（委員） 

 ふれあいセンターは休日開館しているのか。 

（事務局） 

 はい、土曜日、日曜日、祝日は開館しております。基本は閉館日が月曜日ですが、祝日

がある場合、翌日が閉館日となります。 

（委員） 

 公民館もそうだが、月曜日利用したくてもお休みなので、利用できない。 

（事務局） 

 ふれあいセンターは月曜日が祝日の場合は開館しておりますので、ご利用下さい。 

（議長） 

 他にございますか。 

（委員） 

 ふれあいセンター以外で入浴施設をやっている近隣の公共施設はあるか。 

（事務局） 

 近隣でもシャワー施設があるところはありますが、浴槽がある公共施設はふれあいセン

ターだけです。 

（委員） 

 経費の節約にもなるので、シャワーだけの運用でもよいのではないか。 

（委員） 

 経費は掛かってしまうかもしれないが、ふれあいセンターの入浴施設を利用する方々は

湯舟にゆったりとつかりたい人が多いと思う。この近辺には他に公共の入浴施設がないこ

ともあり、ご利用いただいている方々のためにも必要ではないかと考えている。 

（議長） 

 他にございますか。 

（委員） 
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 入浴施設の部品など壊れてしまうことがあると思う。その修繕にはかなりの費用が掛か

るのではないか。 

（事務局） 

 家庭用のボイラーと違い、熱交換器、循環器やろ過装置等壊れてしまうことがあるが、

少しでも未然に防げるよう毎回点検、メンテナンス等を実施しております。 

（委員） 

 銭湯と比べても料金が安すぎるのではないか。銭湯と同じにはできないだろうが、もう

少し値上げしても良いのではないか。 

（事務局） 

 ふれあいセンターの入浴施設をご利用される方の中には自宅にお風呂がない方もおられ

ますので、今後の料金の改定等につきましては財政課と協議をして、まいりたいと思いま

す。 

（議長） 

 それでは、意見がないようですので、議事（２）令和７年度匝瑳市民ふれあいセンター

の運営方針について、ご承認いただくということでよろしいでしょうか。 

（委員） 

 はい。 

（議長） 

 ありがとうございます。それでは議事（２）令和７年度匝瑳市民ふれあいセンター運営

方針につきましては、承認されました。 

 

 次に、議事（３）その他について、事務局から何かあれば説明をお願いします。 

（事務局） 

議事（３）その他について説明させていただきます。 

８ページは、令和６年度の飲料水水質検査結果になります。年２回２８項目の検査を実

施しており、すべての項目で基準値内の結果となっております。その他にも週一回の残留

塩素の検査を実施しております。 

９ページ、１０ページは、令和６年度の入浴施設の分析試験結果になります。こちらも

飲料水の検査結果同様基準値内の結果となっております。 

匝瑳市民ふれあい１１ページは、匝瑳市民ふれあいセンターの設置及び管理に関する条

例の抜粋となっております。１２ページは、匝瑳市民ふれあいセンター使用料一覧となっ

ております。１３ページは、匝瑳市使用料、手数料、占用料等規則の減額、免除に関する
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抜粋となっております。１４ページは、令和６年度に行った匝瑳市民ふれあいセンターの

修繕の一覧となっております。 

（議長） 

 ありがとうございました。それでは、今の事務局からの説明につきまして、質問や要望

等がございましたらよろしくお願いします。 

（委員） 

 分析試験結果の項目でレジオネラ菌が掲載されているが、年１回の検査なのか。 

（事務局） 

 夏と冬の年２回実施しております。また入浴前後に塩素の測定、集毛器の確認は入浴日

毎に実施しております。 

（委員） 

 命に関わることなので、安心しました。 

（議長） 

 他に如何でしょうか。事務局の説明以外でもお話したいことがありましたら、その他で

すので、お願いします。 

（委員） 

 経済効率の面、福祉の面等、どのような方がどのように利用しているなど、細かい分析

結果等判断材料になるものがあると、当委員会として判断し易いと思う。できるだけ情報

を公開してもらい、資料を提出してもらうと判断材料になるので、お願いしたい。 

（事務局） 

 今いただきましたご意見を参考とさせていただき、次回本委員会開催に、現在の金額、

年間の支出について掲載するようにします。 

（委員） 

 先程も申し上げたが、入浴施設においてどのような方がどのように利用しているかも公

開してもらいたい。 

（事務局） 

 ふれあいセンターで記録しているのは男女集計のみで、その方の素性に関しては見た目

等で判断できません。またご本人にどのような素性か確認するは厳しいと思います。 

（委員） 

 ふれあいセンターの入浴施設には団地のひとり住まいのご老人が利用されたり、コロナ

が終息した大変な時期に福島県から移られてきた方の中で、お風呂がない方がおられ、本

施設を利用させていただいて、大変感謝しているとの話を聞きました。 
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（事務局） 

 ありがとうございます。 

（議長） 

 事務局では詳細な情報は持っていないとの理解でよいですか。 

（事務局） 

 はい。 

（議長） 

 その他ですので、議案に関係ないことでも構いませんので、ご意見ございませんか。 

（委員） 

 修繕の実績が掲載されているが、これはふれあいセンター単独での申請で行ったものな

のか、それとも市の施設全体で話し合って申請したものか。 

（事務局） 

 ふれあいセンターのみで故障または、修理が必要になった修繕費を掲載しております。 

 それ以外のものは各課にて実施しております。 

（委員） 

 ふれあいセンター単独という認識でよいか。 

（事務局） 

はい。 

（委員） 

 ここの話ではないが、生涯学習センターの階段に非常灯が付いていない。ふれあいセン

ターの修繕費の中には誘導灯の項目があり、誘導灯より非常灯の方が安価だと思うし、ふ

れあいセンターと同じように優先して非常灯の修繕実行してもらいたい。ふれあいセンタ

ーからも言ってもらえるとありがたい。 

（議長） 

 委員からの今の要望を事務局から生涯学習センターに伝えていただくことは可能ですか。 

（事務局） 

 ふれあいセンター運営委員会で、このようなご意見がでましたと伝達させていただきま

す。 

（議長） 

 他にないようでしたら、以上をもちまして議事を終了させていただきます。ご協力あり

がとうございました。 

 これにて議長の任を解かせていただき、事務局に引き継ぎます。 
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（事務局） 

 議長ありがとうございました。 

 このあとの進行は私、加瀬の方で進めさせていただきます。 

 

次第７ 閉 会 

（事務局） 

  委員の皆様方におかれましては長時間にわたり、ご協議をいただきまして誠にありが

とうございました。 

 以上をもちまして、令和 7 年度匝瑳市民ふれあいセンター運営委員会を閉会させていた

だきます。大変ありがとうございました。 

 

以上 

 


